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浦部  浩司株式会社ソケッツ 代表取締役

株主の皆様へ 2026年6月

Top Message

株主の皆様、日頃ご期待やご関心を頂きありがとうございます。
年に2回の株主の皆様へのお手紙としてお届けさせて頂いております。
一方的に思いや考えをお伝えするような形ではありますが、お付き合い
頂ければ幸いです。
苦しい1年でした。私と同じように、私以上に苦しかった社員もいたと

思います。
そして現在の冴えない当社の株価をご覧になって不安になったり苛立

ちを感じる株主様も確実にいることと思います。そのような方々から見れば、
私の苦しさなど当然ですし、私自身もそう思います。「何やってんだ」と。

2年前の9月に重ねる投資になかなか収益が追いつかず「このままでは
ダメだ」と痛切に感じてリーダーチームと共に会社の体質改善を進めて
きました。それは単に収益の改善を指すことではなく、会社の、私自身の
体質というか考え方や行動の改善を自らに促すものでした。この会社、
私に足りていないのは、「やり切る」力です。仕事をしていれば小さな約束、
大きな目標、大小様々な責任が立場が上に行くほど伴いますが、私自身に
やり切る力がここまで足りず、結果それが会社に伝播していた面もある
のだとも思っています。この改善はまだ道半ばです。

6年ぶりの黒字は当社にとっては大きな明るい兆しです。黒字化だけ
で言えば、赤字要因でもあったここまで重ねてきた感性AIやメタデータ
等への先行投資自体は大きく変えていないので、シンプルに言えば事業
基盤の強化、損益分岐点をようやく超えてきたと言えます。大きいのは
粗利率が伸びてきていることで、コストや販管費の効率化もありますが、
数字面でいえば、まだ十分な伸びとはいえませんが、売上が4期連続で
少しずつ増えてくる中で、原価率が下がり、粗利率が上がり、前年比で
いえば営業キャッシュフローがマイナス1億5,200万円からプラス1億
2,200万円と2億7,300万円増えました。
現在の事業構造で言えば、売上増加の多くが利益に直結します。この

ような反転は、リーダーチーム、そして社員のお陰です。
上場している意味が問われた1年でもありました。ここまで増資をす

る訳でもなくM&Aをする訳でもなく、社員とともにエンターテイメント、
コンテンツをデータや技術で社会にもっとたくさん繋いでいくこと、その
ために必要な開発をしようと進めてきましたが、現在まだまだ大きな
成長が出来ている訳でもありません。上場会社としてせっかくの成長
機会を頂きながらその舞台を活かしきれていない、ということです。
なので問われるのは当然です。
問われる機会に感謝しています。お返ししないとなりません。

株主様の数が、この半年で約5倍になりました。その中には不満を
感じている方、数ある投資先の1社なのでさほど関心がない方、頑張って
と応援しようと思って頂いている方、多様な方々がいらっしゃると思い
ます。少し耳は痛いけどしっかりしたご意見、真にありがたい励まし、
ほぼ誹謗や印象操作と言えるのではなども稀にあるとのことです、つまり
実に様々な声があるのだと思いますが、それも上場しているからであり、
その機会を活かすのが、責任だとあらためて思っています。
活かすとはどういうことか、それにどう向き合い、手段は問わずと

までいうかはともかく、行動で示すことや結果を出すことだと思います。
当社の行動規範である「あきらめない」「逃げない」「ごまかさない」

これを私自身がどう実践するのか、問われています。
現在のエンターテイメント分野を中心としたコンテンツデータやシス

テムを提供する会社から IPコンテンツを創発、増幅する会社へ脱皮
するというIPデータ会社として大事な1年となります。
このAI時代に“データ”にどのような機会や意味があるのでしょうか。
データはAIでいくらでも作れます。ただしAIで作れないデータもあります。
またデータがいくら数多あってもその分野に精通した専門的な使い
方が大事です。一方でデータの使い方はAIが学習することも出来ます。
そもそもデータの定義や対象は誰が何の目的で行うのでしょうか。
謎解きのような表現で申し訳なくも思いますが、このようなことを

踏まえつつ、私達は IPデータテック会社として日々取り組んでいます。

一つ確かに言えるのは、当たり前ですが、コンテンツを創る、生み
出すクリエイターにとってどのような意味や価値があるのか、そこが
大事な前提と考えています。

AI がコンテンツを創る時代にもより入っていきます。その中で変わる
本質と変わらない本質を見極めていきながら進んでいきます。
視点を変えて、一つ、例えとして、お伝えできればと思います。
高校生の女の子がいます。80歳のおじいちゃんがいます。子育て奮闘

中の主婦がいます。
三人は特にクリエイターという訳ではありません。SNSなどを通じて

世の中に何か発信するわけでもありません。でも生きていて、生きてきた中
で“思い”はそれぞれあるのだと思います。
今まではその思いを抱えて暮らしていくか、またはその思いに近い
存在やコンテンツ、たとえばアイドルやアニメ、映画、アーティスト、曲や
俳優などに自らを投影したり応援したりすることで自分を表現したり
アイデンティティを確認することをしたりすることがあるのだと思います。

これからの時代、そのような世界は変わらなくあり続け、または推し
活というところでよりその世界が広がっていくことかと思います。一方で
そうではない世界も生まれるはずです。たとえば、女の子が今の積もり
に積もった思いや葛藤を表現して授業中に描いた落書きの飼い猫のイラ
スト、おじいちゃんがテレビに向かって話したまるで哲学者のような達観
した一言、主婦の方がふと自分を励ますためにベッドで口ずさんだメロディ、
これらはそもそもコンテンツ、またはコンテンツの素になりえます。ただ
今はもしそれを横で見た友達、それをたまたまリビングで横で聞いた孫、
枕元でふと聞いた旦那様がそれらを「おもしろい」と思ってSNSなどに
投稿してもそれが実際に多くの人が楽しめるコンテンツになったりする
ことはなかなか難しいのだと思います。ただもしその「おもしろい」
を“預ける場所”があれば、その「おもしろい」を“拾う人”がいれば、その
「おもしろい」を“広げる人”がいれば、“届ける人”がいれば、これらの
場所や人の存在があれば、そのイラストや一言や鼻歌が、キャラクターや
物語や曲、そしてアニメやドラマになるのかもしれません。
そしてそのような場所や人が技術の進化によって身近になってくる、

きっとそんな時代はまもなく来る、もう来ているのだと思います。
私達は、これらの“預ける場所”“拾う人”“広げる人”“届ける人”をデー

タや技術で繋ぎ、コンテンツを“創発”“増幅”する会社を目指しています。
ちなみに創出ではなく創発と言っているのは、それぞれの個性や

アイデアが繋がって予測を遥かに超える全く新しいものが生み出されて
いく、という創発本来が持っている意味と当社が目指しているIPデータ
会社としてのその先に進む道が非常に近いところにあるからであります。
1億総クリエイター、地球規模で言えば80億総クリエイター時代に必要
とされる1社になれればと思います。
一方でこのような世界がビジネスとして成立するのには、現実的に

まだまだ解像度が低いです。
そもそも先のお三方の例のような方々以前に、現時点で既に世の中では

ライトノベル、小説、イラスト、コミック、楽曲、ゲーム、キャラクターまで
創作物が日々多く生み出されています。
その多くがまだ商業化されていません。もちろん創作物全てが商業化

されることはありません、それが求められている訳でもありません。一方
で本当は誰かが気に入ってくれるのだけど、まだ商業化されていない、
もしくは商業化されていたとしても、気に入ってくれる人は本当はいる
のだけどまだその人に届いていない、ということはあるのだと思います。
そのようなコンテンツやクリエイターが必要とされる、気に入ってくれる
存在に繋がり、世の中でビジネスとして（お金になる）成立していくという、
まずここで具体的な成果を出すことで、ビジネスとして成立させることで
先ほどの少し夢のような次の世界へ進むことも出来ます。
世の中でまだ埋もれている才能やコンテンツの素をどのように発掘し、

それをどのような方 と々組んでコンテンツ化し、どのような方法でお金に
（マネタイズ化）し、そして広めて、届けていくのか、これらの取り組みを
実現するのが、昨年にようやくリリースしたエンターテイメントに特化し
たデータマネジメントの仕組みである「MSDB Bridge」です。

これを活用した様々な取り組みが始まっています。そこでは、まだ商業化
されていないコンテンツを制作会社の人と探し出したり、商業化されて
いるけどまだあまり知られていないユニークなコンテンツをマーケターの
人と見つけたりすることをします。今期はこれらの取り組みの実施に関
してはコストとして計上していますが、売上計画にはほぼ入れておりません。
具体的には既にご紹介の集英社様との取り組みをはじめいくつか進んで
おりますが、実際には来期以降の売上に繋がってくることとなります。一
方で現在はこれらの取り組みは各社様との個別案件となっておりますので、
並行して今期においてこれらをプラットフォーム（多くの方が広く使える
システム）化しビジネスとして広げる環境を創る必要があります。
今期の売上予想成長率は、現時点で約4%と率直にいって利益予想
成長率25%と比べても相当に物足りない数字と思っています。このような
ターム（期間）からの脱却、より大きな売上成長タームに入ること、これは
当社にとって大きなテーマです。そのための変化の1年となります。
一方で先にお伝えしました通り、単なるデータ制作は、AIで出来ます。
そこではない価値を出せるか、エンターテイメント、コンテンツ関連の
市場の声、現在のクライアント様からの期待や要望や不満、これらにより
しっかり向き合う中で、クライアントの方 と々共に新しいエンターテイメン
ト体験を創る1年にいたします。
合わせてなかなか取っ掛かりが掴みきれていない海外ディストリビュー

ションやより進んできた当社の新しい事業領域であるリアルのエンタメ
体験市場など、成長の種はお陰様で出来てきております。前期までは土
壌を耕し、今期は種を蒔き、そしてその先の成長へ向けて、今まで積極的
な検討や実現をしきれてこなかったファイナンスや提携などの手段もフラッ
トかつ成長へのスケールとスピードをより意識しながら進めて行きます。
また先日プレスリリースしましたように新たに取締役に豊田君が株主
総会を経て加わる予定です。31歳と私に比べるとだいぶ若くもありますが、
彼は当社のAI分野含めた開発リーダーであり、メタデータを学生時代か
らライフワークにしている人物であり、かつ筋金入りの尊敬すべきオタク
であり（主にメタデータオタク、アニメオタク）、かつ学生時代に貴重な起
業経験などもあります。ここ数年様々な課題について、またその先にある
未来について会話を重ねてきました。力を合わせてより良い経営チーム
にしてまいりますのでどうぞよろしくお願いいたします。
これは私のエゴですが、やはり期待をして頂いた方にお返しがしたいです。
期待を頂くことでエネルギーを貰ってきました、ここまで皆様から溢れる

ほどたくさん頂いたものがあるので、溢れた分お返しする摂理があります。
正直、今の業績や株価は自分でも「何やってんだ」と思っています。
一方でこの会社やこの会社の技術やデータは、これからの1億総クリ

エイター時代、つまりひとりひとりの個性やアイデアが繋がって絡みあっ
てカタチになることで、より社会や人間の心がより豊かになる時代に必
ず役に立ちますので、社員、役員、アルバイト、取引先の方々、アドバイザー
や業務委託の方などの多くの当社を取り巻くみなさんと力を合わせて鍛
えあって、具体的な成果や数字でお返しできればと思います。
期待と関心に心から感謝します。ありがとうございます。
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感性AIによる知識グラフ化

2000年創業以来 独自の音楽・映像コンテンツデータベースを　  開発
データサービス・システム提供企業から、IPコンテンツを創発・    増幅する企業へ

音楽データベース
開発スタート

Heart Beat! LISMO VIDEO dヒッツ Hulu

J:COM

FOD

ドコモコミック検索 LINE MUSIC dアニメストア

LIFE’s radio Yahoo!検索

Music Analytics楽天ブックス
クロスメディアデータ

LISMO WAVE 楽天ミュージック

音楽SNS 
Jammy
開発

LISMO 
MUSIC 
Search

au Music 
Player

創業期
（気持ちを繋げるをテーマに感性データ・サービス開発）

気持ち検索着メロサービス
KDDIよりリリース
（初日で有料会員1万人突破） 国内初フィンガープリント

活用音楽認識アプリ開発

音楽×映像
データベース

総合エンターテイメント
データベース化

感性メタデータ
開発のはじまり

国内初のパーソナルラジオ型
サブスクサービス

国内初の音楽特化型分析サービス

KDDIと資本業務提携 第2創業期
（構造改革、データライセンス企業への転換図る）

第3創業期

CCCと資本業務提携 レコチョクと業務提携

MSDB
（メディアサービスデータベース）

開発スタート

映像データベース開発スタート

人物データベース開発スタート

クロスメディアデータ開発スタート

感性AI
開発スタート

感性マーケティング
エンジン開発

エンタメDMP
開発スタート

エンタメDMP
リリース・提供開始

2000年

エンターテイメント分野に
特化した
データサービスを展開

独自データ・
テクノロジー開発の進展

2007年 2015年 2019年 2026年

Trig’s

国内初クッキーレス
感性ターゲティング広告

MSDB Bridge

エンターテイメントに特化した
日本のIPコンテンツのためのDMP
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Next 
Entertainment 
Experience

i-mode
iPhone

EZweb

iPod YouTube

Instagram

TikTok

ライブ市場の拡大 日本IPの海外市場急成長

推し活・ファンダム経済の拡大

CEIPAなどエンタメ業界の変化

IP横断・異業種コラボの進展

webtoon

サブスクサービスの普及 ショート動画

アニメ市場の拡大

通信会社による
エンターテイメント

サービス

OTT（プラットフォーマー）による
エンターテイメントサービス

着うた
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売上高

1,100百万円
前期比 +3.8%

経常利益

67百万円
前期比 +22%

一株当たり配当金（予想）

6円
2026.3期 6円

音楽・映像コンテンツデータサービスの伸長
開発・データ分野の生産性向上による粗利率の更なる上昇

2027年3月期以降への成長基盤を確立する1年に

5期連続の増収と利益伸長

2027.3期決算見通し
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売上高

1,060百万円
前期比 +1.9%

売上総利益

529百万円
前期比 +11.3%

経常利益

55百万円

前期 ▲80百万円から
大幅黒字化（前期比+135百万円）

45.8%

53.1%

49.9%

45.0%

粗利率

販管費率

（＋4.1%pt）

（＋8.1%pt）

2025.3期

2025.3期

2026.3期

2026.3期

一株当たり配当金6円/株（3円増配）
自己株式取得

エンタメ分野に特化した株主優待の導入

株主数が半年で約5倍に（2,509名）

黒字化の要因 株主還元

2026.3期決算 決算ハイライト

音楽・映像データサービスの「ファンダム（推し活）」分野への取り組み
生成AIと自社感性AIとのコラボレーション
既存コンテンツデータサービスのアップデート
海外データ販売の推進

IPコンテンツビジネス拡大への布石

次期以降への種まき

収益拡大しつつも大きな成長に向けた積極投資実行

感性広告サービス減収も主力のエンタメデータサービス伸長し
損益分岐点を超え6期ぶりの黒字化

感性AIを中心とした先行投資型からの脱却へ

新たな成長フェイズへ、
大きな成長目標に向けた布石を打つ重要な1年
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IPデータテックカンパニーへの脱皮

データサービス・システム提供企業から、  IPコンテンツを創発・増幅する企業へ

Next Entertainment
Experience

ネット上のエンタメ体験のみならず
リアル体験まで事業領域を広げる
（イベント、グッズ、旅関連分野など）

音楽、アニメ、イベント、グッズ、推し活、
旅、ファッション、食まで繋がる
新たなコンテンツ体験の連鎖の
アウトバウンド・インバウンド

原作・原案の発掘 ～制作支援～
マーケティング支援までを

独自のデータ技術を活用し一気通貫で行う
新たなクリエイターエコノミーの確立

IPビジネス拡張
スモールスポンサーシップの実現や
IPコンテンツ生態系の拡張に向けた

ファイナンススキーム

AI時代に向けたIPコンテンツ・
エンターテイメント分野に特化した
新たなデータサービスの開示

独自開発力の強化
20年に及び開発・運用を行っている

コンテンツ統合データベース（MSDB）の

基盤強化

感性AI、感性メタ拡張

エンターテイメント・コンテンツ分野で培った
感性や感情データ技術の進化

協業先との次なるエンタメ体験の創出

エンタメ×AI活用

ファンダム（推し活）関連

エンタメDMP（MSDB Bridge）の展開

IPコンテンツの原作発掘から制作支援、マーケ
ティング支援まで一貫したデータマネジメント
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2月に公表したエンタメDMP取り組み事例の進捗状況 当期の位置付けとコミットメント
IPコンテンツを創発・増幅する企業への脱皮に向けた重要な1年

従来掲げて未達成となった指標がある現実を直視します

その上で、当期は5年計画の1年目として、大きなポイントとなる来期に向けて布石を打つ重要な1年という位置付けとなります

テーマ 内容 パートナー企業 進捗

①  IPコンテンツの発掘・制作支援

人だけでは探しきれない
世の中の膨大な作品やク
リエイターの中から、特定
の世界観や才能を発掘

映画系会社様
出版社様

集英社様とMOU締結後、実
際のコンテンツ制作に向けて
進行中
映画系会社様とは企画の大
筋方向性固まる

②  IPコンテンツの世界観にマッチした
スモール～ミドルスポンサーの
マッチング

顕在及び潜在的な共感ポ
イントを定義しブランドス
トーリーや情緒的価値を
持つ多様なブランド企業
と制作サイドをマッチング

映画系会社様

ブランド企業様とターゲットブ
ランド・プロダクトを選定中
その上でコンテンツとのコラボ
企画へ

③   IPに特化したSNS指標を活用し、
SNS拡散時の指標とする

ファンコミュニティを定性
的に可視化し「深さ、熱量、
濃度」をデータ化

音楽系会社様
アイドルデータベースを
開発中

④ これから伸びるIPの早期発掘

IPに特化した独自指標を
開発し実データと連携、
IPコンテンツ活用施策（イ
ベントやカード発行など）
に利用

流通金融企業様 6月の実証に向けて開発中

⑤ 番組編成支援
当社DBを活用した番組編
成の意思決定

放送系企業様 3月で検証完了、次フェイズへ

⑥  コンテンツと衣装の相関解析による
EC支援及び制作支援

最新ファッションを文脈
ベースのコーディネート分
析を行い予測・レコメンド
のみならずコンテンツ制
作支援に活用

ファッション系企業様
映像系企業様

両社データ連携完了
上期トライアルへ

Next Entertainment Experience具体化と事業化

既存事業のアップデート

❶

グローバル市場への足がかりを掴む

❸

エンタメDMPの立ち上がりとレベニューシェアモデル開始

IPビジネスモデルの構築

❷

非連続的成長への準備

❹

FY31FY30FY29FY28FY27 当期

来期以降への
重要な布石を打つ

Nextエンタメ体験向け
データサービス

音楽・映像
データサービス

エンタメDMPサービス

CAGR

150％～

目標

CAGR

100％～

目標

CAGR

10％～

目標
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動画での発信を強化しています。ぜひご覧ください。

IR情報メール配信

ソケッツの最新情報を
お届けしています

採用情報や社内の様子を
発信しています

ソケッツ
X公式アカウント

株式会社ソケッツ

東京都渋谷区恵比寿4丁目20番3号
恵比寿ガーデンプレイスタワー36階

TOHOシネマズ® 

ギフトカード（見本）

  タワーレコード
ギフトカード（見本）

https://www.sockets.co.jp/

ソケッツ

事業年度
定時株主総会
基準日

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

同連絡先

公告方法

上場証券取引所

日本のコンテンツビジネス、クリエイターの未来を語る
オウンドメディア「CROSS TALK」

当社株式を100株以上お持ちの方に、株主優待制度を導入しました

TM & ©TOHO Cinemas Ltd. All Rights Reserved.

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎事業年度終了後3ヶ月以内
期末配当金　毎年3月31日
中間配当金　毎年9月30日

三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
TEL 0120-232-711（通話無料）

当社のホームページに掲載する。
https://www.sockets.co.jp/ir
ただし掲載できないときは日本経済新聞に掲載する。

東京証券取引所スタンダード市場

株主メモ

1. 株主様の住所変更、配当金の振込のご指定、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きに
つきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっており
ます。口座を開設されている証券会社等にお問合せ下さい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託
銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意下さい。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座
管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ
下さい。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次いたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

ソケッツ YouTube公式チャンネル
有識者との対談等の

コンテンツを発信しています

動画のご紹介

株主還元の導入

感性AIを通じた価値創造の想い
日本のコンテンツビジネスの未来とテクノロジー
感性AIと日本のIPコンテンツの可能性を語る




